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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,11 43,62 -0,49 40,90 +2,72

USD / BRL Spot BRL 2,2455 2,2523 +0,0068 2,3720 -0,1197

USD / JPY Spot JPY 98,99 98,24 -0,75 97,03 +1,21

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.783 53.739 -44 50.092 +3.647

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 168,1 176,6 +8,5 205,3 -28,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,57 11,58 +0,01 11,69 -0,11

DI Future Apr14（金利先物） % 9,55 9,55 +0,00 9,58 -0,03

3 Months US Dollar Libor % 0,248 0,248 +0,000 0,259 -0,011

CRB Index（国際商品指数） Index 286,8 287,0 +0,2 294,7 -7,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週金曜日のドルレアルスポット相場はインフレ懸念や米財政協議難航への懸念からレアル安となる
展開でした。朝方は９月中旬までの総合インフレ指標ＩＧＰ－Ｍが市場予想を上回ったため前日比レアル
安の２．２６近辺で始まりましたが、米ＦＲＢ高官からハト派的発言が伝わったため一時２．２５を割る水準で
取引されました。しかし、米財政協議の難航から政府閉鎖の事態が引き続き懸念されたため２．２６台へ
レアルは売り戻されるなど不安定な展開が続きました。その後は週末を控えたポジション調整から結局
２．２５台前半で引けています。

今朝は中銀から四半期毎のインフレレポートが発表されています。それによると今年の成長率見通しは
２．７％から２．５％へ引き下げられ、同インフレ見通しは６．０％から５．８％へ引き下げられました。
但し、来年のインフレ見通しは５．４％から５．７％へ引き上げられておりインフレ懸念の強さが窺えます。
レアル安についてはＣＰＩへの影響を懸念しているものの輸出に対する好影響は然程ないとの認識を
示しており、レアル安を放置するメリットがないことを示唆しています。レポートはレアル安が卸売物価へ
既に影響を与えていることを認めていますから、今後も中銀はレアル安抑制に対する姿勢を維持して
いくでしょう。
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